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善
行
表
彰

功
労
表
彰

特
別

功
労
表
彰

杉
の
子
会

羽
染

博
市

小
林

昭
二

渡
辺

寿
行

本
名

昭
司

羽
染

睦
夫

平
成
14
年
よ
り
昭
和
小
学
校
に
お
い

て
、
昔
語
り
や
遊
び
の
実
技
指
導
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
郷
土
に
根
ざ
し
た
民
話
の

保
存
伝
承
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
み
、
地
域
へ
の
誇
り
を

高
め
る
こ
と
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
て

い
る

交
通
安
全
協
会
昭
和
分
会
役
員
41
年

昭
和
村
消
防
団
員
21
年
在
職

昭
和
村
農
業
委
員
会
委
員
21
年

第
12
回  

か
ら
む
し
品
評
会  

表
彰
式

平
成
26
年
度  

昭
和
村
自
治
功
労
者  

表
彰
式

第
52
回昭

和
村
民
文
化
祭

昭
和
村

教
育
委
員
会

教
育
長
賞

（
株
）
奥
会
津

昭
和
村
振
興
公
社

社
長
賞

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り

昭
和
総
合

支
店
長
賞

昭
和
村
長
賞

五
十
嵐

善
信

五
十
嵐

玲
子

栗
城

萬
吉

栗
城

邦
子

本
名

ハ
ル
ノ

束
原

修
一

渡
辺

悦
子

市
川

喜
代
子

激
励
賞

昭
和
村

か
ら
む
し

生
産
技
術

保
存
協
会

長
賞

五
十
嵐

末
子

本
名

幸
子

五
十
嵐

善
良

羽
染

桂
子

菅
野

由
紀

五
十
嵐

式
子

五
十
嵐
イ
チ
子

山
内

え
り
子

11
月
1
日
か
ら
３
日
に
か

け
て
、
昭
和
村
公
民
館
を
会

場
に
、
第
52
回
昭
和
村
民
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
絵
画
や
書
道
、

手
工
芸
な
ど
数
多
く
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
の
日
の
３
日
に
は
、

同
ホ
ー
ル
に
お
い
て
昭
和
小

学
校
の
学
習
発
表
会
や
芸
能

披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
賑
わ

い
ま
し
た
。

小学校全校生による「カントリーロード」の合唱

新しい衣装で登場した「そうらん隊」 陶芸教室で制作した作品 「羽根の会」の息の合った舞踊
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雑
穀
部
門
特
別
賞

奨
励
賞

技
術
賞

優
秀
賞

指
導
農
業
士
賞

昭
和
村
認
定
農
業
者

連
絡
協
議
会
長
賞

昭
和
村
農
業
委
員
会
長
賞

金
山
地
区
農
業
改
良

普
及
協
力
会
長
賞

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り

昭
和
総
合
支
店
長
賞

昭
和
村
長
賞

じ
ゅ
う
ね
ん

じ
ゃ
が
い
も

な
め
こ

か
ぶ
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

大
根
白
菜
小
豆
大
豆
長
ね
ぎ

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

白
菜

キ
ャ
ベ
ツ

聖
護
院
大
根

里
い
も

長
い
も

束
原

キ
ミ
ヨ

栗
城

美
津

羽
染

兵
吉

佐
藤

平
喜

菅
家

和
歌
子

本
名

ハ
ル
ノ

五
十
嵐

照
喜

五
十
嵐

マ
サ
ヨ

栗
城

邦
子

渡
邊

ト
キ
ヱ

齋
藤

一
美

渡
部

好
子

齋
藤

由
喜

小
林

眞
利
子

佐
々
木

良
作

小
林

盛
雄

農
産
物
品
評
会  

11
月
３
日
、
公
民
館
前
の

テ
ラ
ス
に
お
い
て
農
産
物
品

評
会
が
行
わ
れ
、
丹
精
込
め

て
育
て
た
自
慢
の
農
産
物
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
中
学
校
文
化
祭

10
月
25
日
、
昭
和
中
学

校
体
育
館
に
お
い
て
「
夢

色
七
色
〜
俺
色
に
染
め
て

や
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
昭

和
中
学
校
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
学
年
発
表

で
は
、
１
年
生
は
若
松
体

験
学
習
、
２
年
生
は
職
場

体
験
学
習
、
３
年
生
は
か

す
み
草
の
流
通
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
合
学
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、

英
語
弁
論
、
ダ
ン
ス
、
劇

を
発
表
し
ま
し
た
。
最
後

に
伝
統
と
な
っ
た
昭
和
中

太
鼓
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
昭
和
中
生
の

や
る
気
、
元
気
、
パ
ワ
ー
を

大
い
に
発
揮
し
た
充
実
し

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

幼
年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
火
パ
レ
ー
ド

11
月
5
日
、
役
場
か
ら
す

み
れ
荘
に
か
け
て
、
幼
年
・

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
達
は
拍

子
木
を
鳴
ら
し
て
「
火
の
用

心
」と
大
き
な
声
を
響
か
せ
、

小
学
生
た
ち
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
カ
イ
ロ
を
沿
道
の
方
に
配

り
な
が
ら
防
火
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

羽
染
と
し
の
さ
ん
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

地
方
教
育
行
政
功
労
者

と
し
て
、
羽
染
と
し
の
さ

ん
（
両
原
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

羽
染
さ
ん
は
、
平
成
14

年
よ
り
３
期
12
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
村
教
育
委
員

と
し
て
本
村
の
教
育
の
振

興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
平
成
20
年

か
ら
の
３
年
間
は
教
育
委

員
長
と
し
て
学
力
向
上
対

策
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
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大
正
時
代
、
カ
ラ
ム
シ
の

試
作
依
頼
「
台
湾
青
心
」

会
津
高
田
の
福
島
県
大
沼

郡
役
所
か
ら
野
尻
村
長
宛
に

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
年
）

五
月
四
日
に
出
さ
れ
た
公
文

書
が
下
中
津
川
の
本
名
信
一

さ
ん
宅
保
管
書
類
か
ら
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
朱
枠
の
印
刷

さ
れ
た
う
す
い
紙
に
、
カ
ー

ボ
ン
複
写
さ
れ
た
も
の
で

す
。

十
二
日
の
野
尻
村
役
場
の

受
理
丸
印
が
押
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
毛
筆
で
の

二
十
二
日
付
、
村
長
の
本
名

一
作
宛
関
連
信
書
も
一
緒
に

あ
り
ま
し
た
。

早
速
内
容
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

大
沼
郡
書
記
か
ら
野
尻
村

村
長
に
、「
苧
麻（
カ
ラ
ム
シ
）

試
作
方
依
頼
之
件
」
と
い
う

一
枚
の
書
類
は
、
上
意
下
達

調
で
県
が
村
に
命
令
す
る
内

容
で
す
。

台
湾
青
心
（
た
い
わ
ん
あ

お
し
ん
）
と
い
う
カ
ラ
ム
シ

の
品
種
を
野
尻
村
で
植
え
付

け
、
五
年
間
生
育
状
況
等
を

郡
役
所
に
報
告
せ
よ
、
と
い

う
も
の
で
す
。

繊
維
工
業
が
勃
興
し
て
、

剥
皮
な
ど
に
機
械
力
を
利
用

で
き
る
も
の
を
台
湾
自
生
品

種
か
ら
選
定
し
、
こ
れ
を
栃

木
県
の
試
験
場
が
二
カ
年
栽

培
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
麻

類
の
生
産
地
で
あ
る
野
尻
組

で
も
試
作
し
て
ほ
し
い
、
と

い
う
も
の
で
す
。

こ
の
台
湾
が
原
産
の
カ
ラ

ム
シ
の
試
作
は
実
際
に
行
わ

れ
た
の
か
、
今
後
調
査
が
必

要
で
す
。

こ
れ
ま
で
一
月
号
か
ら
六

月
号
で
、
明
治
大
正
時
代
の

政
府
や
南
東
諸
島
に
お
け
る

カ
ラ
ム
シ
生
産
の
動
き
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
古
い
時

代
ほ
ど
、
国
際
的
に
品
種
が

行
き
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
農
業
と
い
う
分

野
で
は
、
地
域
の
環
境
を
生

か
す
た
め
に
作
物
を
選
ぶ
と

い
う
こ
と
に
お
い
て
、
い
つ

で
も
開
か
れ
て
お
り
、
大
芦

か
ら
ロ
シ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
に

行
っ
た
事
例
を
含
め
、
栽
培

指
導
に
も
国
を
超
え
て
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
し
、
歴
史

的
に
閉
鎖
的
で
は
な
い
時
代

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
開
か

れ
た
産
地
と
い
う
の
が
生
き

残
る
産
地
の
前
提
に
な
り
ま

す
。こ

こ
で
現
在
、
昭
和
村
佐

倉
の
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館

の
庭
に
植
え
付
け
展
示
さ
れ

て
い
る
世
界
の
苧
麻
（
カ
ラ

ム
シ
）
園
を
見
て
み
ま
す
。

こ
こ
に
は
世
界
の
自
生
原

種
の
カ
ラ
ム
シ
が
あ
り
ま
す

が
、
中
国
、
朝
鮮
、
台
湾
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

石
垣
島
、
国
内
の
試
験
場
が

育
成
し
た
六
十
四
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
根
株
は
岡
山

県
の
麻
紡
績
会
社
の
ト
ス
コ

（
東
洋
繊
維
）
か
ら
博
物
館

開
館
時
に
提
供
さ
れ
た
も
の

で
す
（
同
社
は
二
〇
〇
八
年

に
倒
産
、会
社
更
生
法
申
請
・

上
場
廃
止
、
二
〇
一
四
年
四

月
に
更
正
手
続
き
終
結
し
て

い
ま
す
）。

こ
の
な
か
に
本
件
に
関
し

て
は
「
青
心
一
号
」「
細
茎

青
心
種
」「
細
茎
青
心
種
五
」

「
台
湾
青
心
種
」「
台
湾
新
竹

青
心
種
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

来
春
、
雪
ど
け
後
に
、
ま
た

芽
を
出
し
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

観
察
し
て
下
さ
い
。

特
に
中
国
政
府
は
三
〇
年

以
上
前
に
同
国
内
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
カ
ラ
ム
シ
の
調
査

を
し
て
い
ま
す
が
湖
南
省
を

中
心
に
一
千
品
種
以
上
、
確

認
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ム
シ

は
チ
ャ
イ
ナ
・
グ
ラ
ス
と
い

う
別
名
が
あ
る
よ
う
に
原
産

地
は
中
国
で
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
12
回
～

▶
大
正
十
四
年
の
文
書

▶
「
台
湾
青
心
」
の
記
載

▶
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
の

「
世
界
の
苧
麻
園
」














